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纏
黙
㎜
灘

　
今
冬
の
異
状
豪
雪
の
災
害
等
で
、

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
非
常
に
ご
苦
労
な
さ
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
改
め
て
衷
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
町
長

選
挙
に
当
り
ま
し
て
は
、
大
変
お
世

話
様
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
温

い
ご
．
支
援
を
頂
き
当
選
さ
せ
て
い
た

糸吉女昏ネ目言炎

愈

秋山利作町長

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
度
町
政
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
責
任
の
重
大

さ
を
強
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
身
も
心
も
引
き
締
め
て
引
き
続

き
町
政
の
公
正
な
運
営
に
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
当
面

の
緊
急
課
題
で
あ
る
豪
雪
災
害
を
一

の窓ロ

開設

　
青
少
年
の
町
外
流
出
が
激

増
し
、
特
に
青
年
女
子
の
離

町
傾
向
が
強
く
深
刻
な
嫁
不

足
現
象
が
過
疎
に
加
速
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開

し
て
青
年
に
良
縁
を
結
ぶ
機

会
を
提
供
す
る
た
め
結
婚
相

談
事
業
を
発
足
い
た
し
ま
し

た
。　

昨
年
九
月
に
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
調
査
で
は
町
内
の

結
婚
適
齢
者
は
四
九
七
名
（
一

日
も
早
く
復
旧
さ
せ
て
皆
様
方
の
お

仕
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
も
と

よ
り
浅
学
菲
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

過
去
三
期
十
二
年
間
の
実
績
と
経
験

を
土
台
に
、
当
町
の
重
要
課
題
で
あ

る
、
過
疎
対
策
、
国
鉄
北
越
北
線
の

早
期
開
通
を
始
め
、
町
の
総
合
計
画

を
基
本
に
お
い
て
、
選
挙
を
通
じ
て

ご
公
約
申
し
上
げ
ま
し
た
諸
問
題
を

実
現
す
る
べ
く
創
意
と
工
夫
を
こ
ら

し
な
が
ら
、
地
方
自
治
の
振
興
と
町

政
発
展
の
た
め
精
魂
を
か
た
む
け
て

取
り
組
み
、
皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
厚
情
に
お
報
い
致

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
何
卒
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
燵
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

表
）
で
、
こ
の
人
達
を
対
象
に
結
婚

相
談
事
業
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
た
と
こ
ろ
一
二
四
名
（
三
表
）

の
方
か
ら
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
が

結
婚
に
つ
い
て
の
悩
が
数
字
に
現
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
相
談
員
（
二
表
）
の
方
に
委

嘱
し
相
談
活
動
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
相
談
事
項
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ

い
て
は
十
分
配
慮
し
て
人
権
を
お
守

り
い
た
し
ま
す
。

結婚相談相談員名簿（第2表）

氏　　　名 部落名 家　　　号 電話番号 （第1表）　結婚適齢者調査結果　　　　　　　　　　（学生含む）
鈴木　林平 松　代 ぎ　す　け （7）2004

柳　　政喜 千　年 やままさ （7）2231 区分 20才未満 20～24才 25～29才 30～34才 35才以上 計

宮沢　甚吉 下　山 は　や　し （7）9725
男 25人 　人133 　人125 57人 24　人 364へ

小堺政之助 蓬　平 まさいん （7）9422

柳　　晴二 宇　島 な　　　か （7）7201
女 16人 78 30 8 1 133

池田　正利 田野倉 さんまいだ （7）8566

柳　　永八 蒲　生 やなぎや （7）8414 計 41人 211 155 65 25 497

佐藤　勝二 室　野 た　け　や （8）2207

佐藤　信忠 竹　所 すぎばやし （8）2123

（学生含む）結婚適齢者調査結果（第1表）

（回答率25％）結婚の時期・結婚相談についてのアンケート結果（第3表）

区
分

結　婚　の　時　期 相手を探したことがあるか 結婚相談事業について
計すぐにも

結婚した
し、

もう決ま

っている

当分結婚
の意志は
ない

探したが
決まらな
カ・った

探したこ

とはない

家族や親
類にまか
せている

その他
自分の意
、猷で決め
る

親類知人
が探して
くれる

行政が積
極的に進
めてほし
し、

その他

男 58 9 24 30 38 5 18 23 2 52 14 91

女 12 9 11 3 12 3 15 12 4 10 7 33

計 70 18 35 33 50 8 33 35 6 62 21 124
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うちに、ある日とつぜん痛

みがおそってくるのです。

　6月4日は「むし歯予防

デー」。そこで、このぺ一ジ

では、“むし歯，，をこどもの

むし歯にしぽって特集して

みました。

　家族みんなで、“むし歯，，

を考えてみませんか。

ちよっとの
　心がけで……

・むし

保健衛生シリーズ⑱

　「おかあさん、なんとか

して……」

　「なんとかしてっていっ

たって、どうしようもない

わね……」

　　“むし歯”

　この“むし歯”にかかる

と、いつかはこういう場面

になります。

　このくらい『と思っている

表1

　
小
さ
い
子
ど
も
の
む
し
歯
の
治
療

は
大
変
で
す
し
発
育
を
さ
ま
た
げ
恐

し
い
病
気
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
乳
歯
は
生
え
か
わ
る
か
ら
い
い
の

だ
と
考
い
て
い
る
人
が
多
い
で
す
が

そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
乳
歯
が
丈
夫

で
な
け
れ
ば
永
久
歯
も
強
い
歯
に
育

ち
ま
せ
ん
。
乳
幼
児
の
と
き
か
ら
む

し
歯
の
予
防
が
大
切
で
す
。

※
子
供
の
む
し
歯
は
大
人
の
責
任
で

す
。　

大
人
の
都
合
で
親
が
忙
し
い
時
子

ど
も
が
な
く
時
に
甘
い
も
の
を
や
っ

て
い
る
事
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

※
強
い
歯
は
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中

で
育
ち
ま
す
。

　
乳
歯
は
お
母
さ
ん
が
妊
娠
と
気
づ

か
な
い
時
か
ら
出
来
は
じ
め
ま
す
。

又
乳
歯
の
下
で
は
永
久
歯
が
育
っ
て

い
ま
す
。

※
生
え
立
て
の
歯
が
む
し
歯
に
な
り

易
い
。

3才児のむし歯
日本と外国の比較

　
　
趣
⑤
⑤

趣
⑤
⑤

蜘
⑤
⑤

世
⑤
⑤
⑤

趨
⑤
⑤
⑤
㊨

オ
i
一
鋒
ア

ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス

ア
メ
リ
カ

日
　
　
本

度1才6カ月児、3才児のむし歯
87．5

表2

　555年度 1才6カ月児、 3才児のむし歯
90 87．5

80．4 79．7 78．1
75．0

71．2
69．4

50

32．4

23．4

16．

14．3
15．3

5．9 7．1

L率 安 浦 揖 松 大 牧、 郡

町
村

川 之

％
㎜
　
8
。
　
6
0
　
如
　
2
。

　
三
　
　
　
才

　
一
才
六
ケ
月

皿
郡牧大

島

松

之

山

松
，

代

浦

川

原塚

　
0
才
か
ら
3
才
ま
で
が
む
し
歯
予

防
で
一
番
大
事
な
時
期
で
す
。

※
規
則
正
し
い
食
生
活
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
か
ら
サ
ト
ー
を
全
部
と
り

あ
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
上
手

に
た
べ
さ
せ
る
工
夫
が
大
切
で
す
。

※
歯
み
が
き
の
習
慣
は
0
才
か
ら

　
手
足
の
汚
れ
に
は
気
を
っ
け
て
も

口
の
中
の
汚
れ
に
無
関
心
な
お
母
さ

ん
が
多
い
で
す
．

　
前
歯
が
生
え
た
ら
ぬ
れ
た
ガ
ー
ゼ

で
拭
い
て
や
り
一
才
頃
に
は
小
さ
な

歯
ブ
ラ
シ
で
み
が
き
ま
す
。
二
才
に

な
っ
た
ち
お
も
ち
ゃ
が
わ
り
に
歯
ブ

ラ
シ
を
も
た
せ
準
備
を
始
め
ま
す
。

　
尚
町
で
は
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て

左
記
の
事
を
計
画
し
ま
し
た
。
大
勢

参
加
し
て
下
さ
る
よ
う
に
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◎
乳
幼
児
学
級
六
月
三
十
日
の
予
定

　
　
乳
歯
の
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て

　
　
　
　
松
代
病
院
歯
科
医
師

羅
響
査
緊

図
解
ロ
ー
リ
ン
グ
式
歯
み
が
き

　　毛先を歯に並行に
　　あてて、歯肉・歯の

　順に下方へこすりお
　　ろす。

璽
瞬

9
ぜ

量
．

（

．
　
0
9

凌
　
・
・
．

◎
・
”
ー
・

　F
＼．r■、￥一

似
　O　　　　o

割．
♂

．
．
●

　毛先を歯に並行に

あてて、歯肉・歯の

順に上方へこすりあ
げる。

毒中食

　ほうちょう、まな板、、ヨ、き

んなどは、熱湯・日光消毒を
しましょう。

　調理前に材料は真水で十分

に洗いましょっ。

手洗いも十分に。

2．早く……

　生ものは早く食べましょう。

　冷蔵庫は過信しないで。

もうすぐ夏こんなことにご注意を
　　　　　　　　　　　　　　　　日本脳炎　　　　　　1　　　　赤　　　痢

　もうすぐ夏。　　　　　11．蚊　　　　　　　　　　　　11・経路をさえぎる

、薯1雛㍊諾1泉螂蘇朶変聾蕩こ堺㌍菌を口に運ばない
が、他方食中毒とか赤痢、1せないようにしましょう・　　　1　手はいつも清潔に。
それに日本脳炎といった病i2・抵抗力　　　　　　　　　　　i2．すぐ医者に
気が横行するシーズンでもi日ごろ強い力噛だにしておくとiおかしいと思ったら、すぐお医
あります．　　　iおかないでは大遅い・栄養。休養渚さんに行きましょう．
　　　　　　　　　　　　・運動は大原則です。
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豪
雪
に
よ
る

農
林
関
係
被
害
甚
大
ρ
・

産業シリーズ⑩

　
数
十
年
ぶ
り
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ

た
町
内
も
漸
く
雪
の
姿
が
消
え
ま
し

た
が
、
そ
の
融
雪
後
に
現
わ
れ
た
農

林
関
係
の
被
害
は
多
大
で
あ
り
目
下

町
内
全
域
の
被
害
状
況
を
取
纏
め
中

で
す
が
、
特
に
本
年
は
杉
等
の
用
材

木
の
被
害
が
目
立
っ
て
お
り
農
道
等

こ
れ
ら
の
被
害
に
対
し
災
害
と
し
て

国
の
補
助
を
仰
ぐ
べ
く
準
備
中
で
す
。

叢讐

　　　　　　　　　難　　　　　　嚢

獲灘＠

　
　
　
　
ダ蟹

轟

　
　
　
　
灘

国
民
年
金
の
加
入
の
手
続

き
は
と
う
す
る
の
で
す
か
。

跳　
　
　
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、

　
　
　
あ
る
い
は
勤
め
を
や
め
て
自

分
で
仕
事
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
に
、
つ
ま
り
法
律
の
上
で
”
強

制
加
入
被
保
険
者
”
と
な
っ
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
役
場
の
窓
口
に
届
け

出
て
下
さ
い
。
ま
た
、
主
婦
や
学
生

さ
ん
も
、
加
入
し
て
お
き
た
い
と
希

望
し
た
と
き
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

そ
の
届
け
を
出
す
こ
と
で
「
年
金
手

帳
」
が
後
で
届
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

手
帳
に
あ
る
記
号
、
番
号
は
一
生
同

じ
番
号
を
使
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実

際
に
年
金
の
支
給
を
受
け
る
と
き
に

は
、
こ
の
手
帳
が
い
ち
ば
ん
大
切
な

書
類
に
な
り
ま
す
か
ら
大
切
に
保
管

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
手
帳
を
持
っ
た
こ
と

で
、
毎
月
き
ま
っ
た
掛
金
を
納
め
て

い
く
義
務
を
負
い
ま
す
。

／／

＠
雛
鎚
魏
報
鵬
励

　
　
　
合
は
と
う
な
り
ま
す
か
。

跳　
　
　
国
民
年
金
に
は
保
険
料
を

　
　
　
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
の

た
め
に
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
．

　
失
業
や
少
収
入
で
家
計
が
苦
し
い

と
か
、
医
療
扶
助
な
ど
を
受
け
て
い

る
と
か
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
人
は
、
保
険
料
の

納
付
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ

て
は
ま
る
と
き
は
「
七
月
三
十
一
日
」

ま
で
に
印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
場
の

国
民
年
金
係
へ
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。　

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
も
、
万
一

の
事
故
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
は
納
め
た
人
と

同
様
の
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
老
齢
年
金
は
免
除
を
受
け

た
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ

ま
す
の
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
ら
、
す
ぐ
に
追
納
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
十
年
以
内
の
分
な
ら
当

時
の
保
険
料
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

ら
れ
、
追
納
し
た
期
間
の
老
齢
年
金

は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
じ

よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ら
ず
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
保
険
料
の
手
続
き
、
追
納
の
手
続

き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
の

国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

湊吻

㊨
発
rし，鰹

もランスが
」　　　　．‘＿

　　　　　　　　’一・　一覗【
　　　　　　　　●　　　一
　　　　　　　　り
　　　　　　　　）　　．茨轡『！ン

　　㌦1

＆・▽

　負担
（保険料’

　　　　　　国民年金

プールが

　開設されます

7月1日より

4きまりを守り楽しく

　　　　体力づくり4
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《戸籍》一窓口豆知識一

①シリーズ

ヂ　　　　　　　　　　　じコロ　じ　　のロ　じ　　　の　　　　　　　ロ　　ロ　　コじ　　　　の　じロ　　　コほ　　　　　　　　　ロ　　　　　し　

i★印鑑（実印）は1人1つ

印鑑の実印登録はどうすればよいのです　
、
。

　
カ

Q
　
　
　
AA　実印登録をしようと思う印鑑（すでに家

族の一人が登録、あるいは死亡した人が登

　録してあった印鑑は除外）を窓口に持参下

　さい。

Q　実印は一人何本もできるのですか。又証

　明書が必要になった場合は。

A　実印は一人一つです。証明書が必要な時

　は，登録した印鑑を持参下さい。

Q　新しく印鑑を作ったのでこれを実印登録

　したいのですが。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　新しい印鑑を持参し、窓口で改印手続を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して下さい。その場合、前の登録印鑑は実
　コ　

　印ではなくなり、二度と実印にすることも

　できなくなります。

Q　印鑑登録や、改印届で気をつけることが

　ありますか。
　　　　　　　　　　
A　必ず本人が窓口に来て、登録及び改印の

　手続をして下さい。代理人に頼まれる時は、

　委任状をお願いします。

・
昌
一
一
一
7
a
3
暫
孟
一
一
＝
7
昌
一
一
一
1
8
畠
＝
霊
．
“
＝
一
＝
．
畠
＝
＝
一
盆
＝
3
．
畠
＝
一
一
9
呂
一
一
一
U
曹
呂
一
一
一
7
昌
＝
霊
二
＝
一
7
・
畠
＝
＝
二
＝
一
一
7
昌
一
＝
7
一
＝
＝
7
昌
＝
一
7
昌
＝
一
7
呂
一
＝
7
畠
昌
霊
孟
＝
＝
7
畠
＝
響
・
a
一
一
一
7
盆
一
一
一
7
盆
一
一
＝
玉
＝
＝
マ
盆
＝
霊
ム
一
＝
一
7
昌
一
＝
冒
呂
一
一
一
7
昌
＝
一
一
7
昌
一
＝
一
玉
一
一
一
雪
・
畠
暉
一
一
一
温
＝
＝
7
畠
＝
一
7
昌
一
＝
7
昌
＝
一
7
昌
一
一
一
－
■
盆
一
一
7
・
一
一
一
一
＝
ム
一
＝
7
・
畠
＝
署
温
＝
＝
一

「
ヘ
エ
ー
ッ
！
3
9
種
類
も
…
」

難
　
議
、

高
畑
●

池
尻
で
探
鳥
会

　
灘
羅

嚢
灘
．
・

　
　
　
き

灘
欝

欝
　
　
懸

　
今
年
の
探
鳥
会

は
、
六
月
七
日
に

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
午
前
三
時
半
す

ぎ
に
、
少
林
寺
前

に
、
太
平
友
の
会

の
富
沢
達
司
リ
ー

ダ
ー
を
先
頭
に
小

・
中
学
生
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
室
野
か

ら
も
自
転
車
で
か

け
つ
け
て
く
れ
た

中
学
生
も
あ
っ
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
中
学
校
裏
か
ら
高
畑

を
抜
け
て
農
道
を
通
り
、
池
尻
に
出

る
は
じ
め
て
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
過
日
予
備
探
鳥
の
時
は
、
昼
間
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
鳥
の
数
は
少
な

か
っ
た
の
で
心
配
だ
っ
た
が
、
鳥
は

メ
シ
前
の
さ
え
ず
り
が
一
番
美
し
く

当
日
縁
、
3
9
種
類
も
確
認
出
来
ま
し

た
。　

コ
：
ス
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
雪

が
あ
り
、
講
師
の
中
島
公
さ
ん
（
板

倉
町
）
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
達
は
、
途
中
で
大
き
な
ス
カ

ン
ポ
や
ウ
ド
を
採
っ
て
家
へ
の
み
や

げ
だ
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
又
お
あ
い
し
ま
し
ょ
う
。

戸
籍
の
窓
口

五
月
受
付
分

蝋
御
結
婚

柳
新
一
郎
・
山
岸
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
（
千
年
・
加
平
）

菅
井
藤
延
・
雲
野
八
千
代

　
　
　
　
　
（
苧
島
・
さ
ご
い
ん
）

市
川
利
盛
・
庭
野
愛
子

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
政
美
屋
）

田
辺
謙
一
・
木
曾
直
子

　
　
　
　
　
（
寺
田
・
弥
左
エ
門
）

保
坂
憲
三
・
水
落
正
江

　
　
　
　
　
（
松
代
・
東
北
電
力
）

佐
藤
順
一
・
柳
よ
し
子

　
　
　
　
　
　
　
（
孟
地
・
は
ば
）

柳
　
芳
健
・
小
池
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
柳
屋
）

錫
御
出
産

村
山
梢
絵
　
父
達
三
　
母
政
代

　
（
長
女
・
松
代
・
東
部
タ
ク
シ
ー
）

柳
　
一
樹
父
秀
一
郎
母
ち
づ
子

　
　
　
　
（
長
男
・
千
年
・
文
年
）

柳
大
輔
父
恵
一
　
母
一
美

　
　
　
　
（
長
男
・
犬
伏
・
庄
円
）

花
崎
祐
介
　
父
春
男
　
母
正
子

　
　
（
三
男
・
松
代
・
鉄
道
公
団
）

五
十
嵐
輝
幸
　
父
幸
吉
　
母
恵
美
子

　
　
　
　
（
長
男
・
会
沢
・
田
中
）

小
堺
隆
志
　
父
定
男
　
母
春
美

　
　
　
（
長
男
・
室
野
・
幸
之
丞
）

小
堺
真
里
　
父
悦
夫
　
母
恭
子

　
　
　
　
（
長
女
・
儀
明
・
東
）

魁
秋
山
タ
ケ

山
岸
ス
ガ

池
田
ヨ
シ

井
上
政
喜

関
谷
康
夫

山
岸
ツ
ネ

村
山
ト
モ

米
持
ス
ワ

中
村
コ
ト

山
岸
サ
ヲ

お
87
歳

80
歳

73
歳

65
歳

61
歳

87
歳
，

79
歳

80
歳

97
歳

79
歳

悔
蒲清
生水

み

田
野
倉

寺
田

松
代
ご
ん
ね
ん

蒲
生
　
久
　
代

海
老
池
之
久
保

室
野
　
津
根
院

清
水
藤
善

寺
田
　
つ
ん
ね

清
　
八

徳
兵
工

　
桜
田

林

≡
≡
≡
＝
≡
≡
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
≡
≡
一
一
…
≡
≡
『
…
一
≡

行
政
相
談
委
員
に

佐
藤
秀
雄
さ
ん

　
行
政
相
談
員
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
ら
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
道
路
、
河
川
、
年
金
、
環
境
衛
生
、

交
通
安
全
な
ど
日
常
生
活
と
関
係
の

深
い
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
苦
情
、

要
望
、
問
い
合
せ
な
ど
が
あ
る
場
合

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
電
話
七
－
二
六
〇
二
）
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猫の㈱

ごiぞんじ

　　で蒙か

“
災
害
を

　
　
受
け
た
と
き
は
…

税
の
減
免
手
続
き
を
〃

　
　
　
　
／銘

　
　
　
盤

　
　
　
　
尋

　
集
中
豪
雨
、

を
は
じ
め
、

）
、

う
二に

憂
，4

　
　
　
　
　
　
台
風
に
よ
る
風
水
害

　
　
　
　
　
火
災
、
地
震
な
ど
に
よ

　
　
納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
所
得
税
が

軽
減
さ
れ
た
り
、
免
除
さ
れ
る
な
ど

砂
救
済
措
置
が
も
う
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
所
得
税
法
で
定
め

る
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法
と
、
災
害

減
免
法
で
定
め
る
方
法
の
二
つ
が
あ

り
、
い
ず
れ
か
有
利
な
方
法
を
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
U
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法
を
説

明
し
ま
す
。
鋒

　
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財

な
ど
の
資
産
に
受
け
た
損
害
額
が
、

そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額
の
一
〇
％

を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
金

額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
合
計
所
得
金
額
よ
り
損

害
額
が
多
く
、
控
除
し
き
れ
な
い
と

き
は
翌
年
以
降
三
年
間
に
繰
越
し
て

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
豪
雪
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
を

防
止
す
る
た
め
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し

の
費
用
の
よ
う
な
、
一
定
の
災
害
関

連
支
出
も
、
雑
損
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
災
害
関
連
支
出
が

あ
る
場
合
に
は
、
年
間
所
得
の
一
〇

％
又
は
五
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い

額
を
超
え
る
と
き
に
、
そ
の
超
え
る

額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
る
所

得
税
の
軽
減
、
免
除
は
、
い
ず
れ
も

確
定
申
告
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
確

定
申
告
の
前
で
も
、
事
業
所
得
者
の

方
は
予
定
納
税
額
の
減
額
を
申
請
す
．

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
給
与
所
得

者
の
方
は
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶

予
や
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
税
の
減
免
手
続
は
複
雑
で
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　　贈与税？　　　II
　　　　　　　　　　　　目曲
＾（　　o　　　O　　　　　　　　ハ目

翼。　。雫　　与
　　　　　　　、1．税と

　　　講　　　　　　ロ　ロ　　　　　　％プ踊金
　　　　　　●・い●　Il

　
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

も
ら
っ
た
人
に
贈
与
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
贈
与
は
主
に
夫
婦
や
親
子
の

間
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
申
告

を
う
っ
か
り
忘
れ
る
人
も
案
外
お
ら

れ
ま
す
．

　
贈
与
税
は
、
一
年
間
に
個
人
か
ら

も
ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
か
ら
、
基

礎
控
除
を
差
引
い
た
額
に
税
率
を
掛

け
、
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
贈
与
税
の
控
除
に
は
、
六
〇
万
円

の
基
礎
控
除
の
ほ
か
に
最
高
一
、
O

O
O
万
円
の
配
隅
者
控
除
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
配
隅
者
控
除
は
、
一
生
に

一
度
し
か
控
除
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
控
除
で
、
婚
姻
期
問
が
二
〇
年
以

上
の
夫
婦
間
で
行
わ
れ
る
居
住
用
不

動
産
や
、
そ
れ
を
取
得
す
る
た
め
の

資
金
の
贈
与
の
場
合
、
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
税
務
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

娠
．
甕
髪
婁
籔
醗
溌
溺
ぱ

　
　
叢
済
購
饗
雛
が

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
々
は
す
べ
て
、
六
月
三
十
日
ま
で

に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
市
町
村

役
場
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
「
現
況
届
」
を

出
さ
れ
な
い
と
六
月
分
か
ら
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
だ

届
け
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
し
て
下
さ
い
。

県
蕪
選
毅
繊

　
　
　
繋
、
総
．
騰
懇
糖
．
饗

　
昭
和
五
十
六
年
度
新
潟
県
保
母
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
役
場
社
会
課
社
会
福

祉
係
ま
で
お
も
う
し
出
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
記

①
試
験
期
日
七
月
二
十
八
日
㈹

七
月
二
十
九
日
㈹

②
試
験
場
所

新
潟
会
場
－

学
校

長
岡
会
場
・

学
校

・
…
県
立
新
潟
中
央
高
等

…
：
県
立
長
岡
大
手
高
等

③
受
付
期
間
六
月
二
十
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で

濃
．
叢
幾
覇
羨
羅
翻
擁

　
　
灘
盤
鑑
懸
糖
饗

　
六
月
期
支
給
分
児
童
手
当
を
受
給

者
の
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
第
四
銀
行
、

松
代
農
協
の
口
座
に
十
日
付
で
振
込

み
ま
し
た
の
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

な
お
不
明
の
点

が
ご
ざ
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

た
ら
役
場
社
会
　
　
．
・
）

課
社
会
福
祉
係

葬
嘆
ず
ね
馨
．
し

〈不法電波を

　　　なくするために〉

無線機は免許を受けて
　　　　　　　使いましょう

停電のお知らせ

6月26日㈹

8：00～14：00

竹所・峠・油
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この広場は町民

みんなでつくるペー

ジです。情報をお寄せください。

あて先は公民館

　　　　　盈7－2301です。

鐸
糟
蕪
驚
榛

に
た
だ
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、

住
民
総
参
加
杷
話
し
禽
と
、
鎌

う
凝
鵠
躾
藝
無
過
嘱

　
先
月
号
で
太
平
の
柳
さ
ん
が

提
言
さ
れ
て
い
ま
す
が

ち
の
町
の
最
大
の
問
題
融
鐸
の
交
螺
謡
－
こ
－
で

や
、
産
業
の
振
興
、
地
場
産
業
8
．

の
育
成
な
ど
が
基
本
的
な
も
の
「

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が

認
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
は

今
回
は
第
三
次
産
業
（
観
光
・

サ
ー
ビ
ス
等
）
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
松
代
町
は
確
か
に

観
光
的
資
質
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
と
言
え
ま
す
。
せ
っ
か
く
雪

は
降
っ
て
も
多
湿
型
で
、
そ
の
上
良

い
ス
ロ
ー
プ
も
な
く
最
近
の
ス
キ
ー

ブ
ー
ム
に
も
便
乗
で
き
ま
せ
ん
。
従

っ
て
大
企
業
収
益
型
の
観
光
産
業
は

望
め
な
い
と
思
い
ま
す
。
　
一
般
観
光

客
の
誘
致
と
い
う
こ
と
は
む
づ
か
し

い
問
題
で
す
．

　
そ
れ
で
、
私
は
「
特
定
都
市
と
の

積
極
的
な
交
流
を
は
か
る
」
と
い
う

形
で
進
め
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
思

う
の
で
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

　
「
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
」
と
い
う
こ

と
で
す
．

　
私
た
ち
の
町
の
自
然
風
土
を
生
か

し
、
お
互
い
の
生
活
や
環
境
を
補
完

す
る
よ
う
な
地
域
を
選
定
し
て
、
相

カ0の皇
那
鰻

暴
灘

　
匿
9
9
8
9
一
一
一
’

懸
鱈
㌶
鴛

休
み
、
秋
の
収
穫
、
正
月
、

ス
キ
ー
、
春
休
み
、
な
ど
が

あ
㌶
雛
磐
ガ

へ
と
し
て
は
、
出
稼
の
重
点

就
業
、
自
由
米
の
販
売
、
山

菜
農
産
物
の
出
荷
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
当
面
の
受
入
対
策

と
し
て
は
、
寄
宿
舎
の
利
用
、

一
般
民
家
の
宿
泊
な
ど
と
し

て
も
、
軌
道
に
の
っ
た
場
合

に
は
、
「
ふ
る
さ
と
村
」
の
建

設
等
の
施
設
の
設
営
な
ど
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
対
象
地
域
と
し
て
は
、
や
は
り
関

東
地
区
、
特
に
埼
玉
県
、
千
葉
県
な

ど
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
代
区
で
も
川
越
市
な
ど
ど
う
か
な

ど
話
題
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　

こ
れ
ら
の
「
都
市
と
の
交
流
」
と

い
う
施
策
は
、
当
面
、
利
益
が
す
ぐ

生
じ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
将
来
的

な
展
望
に
た
つ
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な

プ
ラ
ス
面
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
人
的
交
流
で
様
々
な
形
が
生
れ
る

と
思
い
ま
す
し
、
農
産
物
の
出
荷
、

食
管
制
度
転
換
に
伴
う
対
策
、
松
代

高
校
へ
の
受
入
れ
、
そ
し
て
工
場
誘

致
や
家
内
工
業
の
導
入
な
ど
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
道
路
対
策
は
こ
れ
と
い
う
決
め
手

が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ

な
こ
亡
の
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
試
行
錯

誤
を
経
て
結
実
す
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
要
は
行
政
当
局
を
中
心
と
し

て
住
民
の
一
人
一
人
が
積
極
的
に
行

動
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
松
代
・
市
川
政
雄
）

雛

郵健

糊

　
蒲
生
保
育
園
の
郵
便
受
箱
に
ヤ
マ

ガ
ラ
が
営
巣
、
八
個
の
卵
を
暖
た
め

六
羽
が
ひ
よ
け
、
一
羽
を
除
い
て
無

事
、
巣
立
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
玄
関
で
、
し
か
も
保
育
園
と
い
う

に
ぎ
や
か
さ
の
中
で
卵
を
暖
た
め
、

ヒ
ナ
鳥
に
一
生
懸
命
エ
サ
を
運
ぶ
ヤ

マ
ガ
ラ
の
夫
婦
に
、
園
児
も
職
員
も

邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
見
守
っ
て
き
ま

し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
巣
立
つ
と
こ
ろ
は

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

「
来
年
も
、
来
て
く
れ
る
と
い
い
ネ
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ツ
ツ
ピ
ー
、
ツ
ツ
ピ
ー
と
い
う
か

わ
い
い
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
た
ら
、

そ
れ
は
蒲
生
保
育
園
か
ら
巣
立
っ
た

ヤ
マ
ガ
ラ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ネ
〃

五
月
の
譜

　
　
　
　
　
ー
下
山
・
埋
れ
木
－

遠
く
か
す
む
紫
紺
の
山
々

そ
こ
に
は
コ
バ
ル
ト
色
の
残
雪
が
あ

　
り

山
裾
を
ボ
カ
し
て
い
る

近
く
は
ブ
ナ
の
若
葉
が
目
に
し
み
る

　
も
と

足
下
で
は
野
火
の
ご
と
く
陽
炎
が
燃

　
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
草
は
新
し
い
い
の
ち
を
も
た
げ
た

山
田
に
は
温
い
日
ざ
し
を
満
喫
し
な

　
が
ら

田
螺
が
欠
伸
を
し
て
い
る

こ
の
譜
を
謳
う
か
の
よ
う
に

雪
ど
き
水
の
せ
せ
ら
ぎ

白
魔
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
あ
と

毎
年
繰
り
返
す

大
自
然
の
摂
理
に

心
か
ら
頭
が
さ
が
る

7
｝

●
あ
い
う
え
お
　
お
ぼ
え
た
孫
か
ら

　
初
手
紙

・
温
か
い
　
心
の
ふ
れ
あ
い
　
手
紙

か
ら

・
一
通
の
手
紙
で
　
出
来
る
親
孝
行

・
う
れ
し
さ
に
　
二
度
も
　
三
度
も

　
読
む
た
よ
り

・
親
と
子
の
　
心
の
か
よ
う
　
ふ
み

　
　
の
糸

・
手
紙
書
く
　
心
に
育
つ
思
い
や
り
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　文
芸

藤翻
＼、…一肇

し
ぶ
み
句
会

短
歌
心
も
開
く

　
　
　
　
　
　
福
島
　
西
潟
ま
さ
を

同
行
六
人
　
還
暦
に
富
士
登
山
し
て

二
十
年
経
た
り
　
三
人
残
る

残
る
三
人
そ
れ
ぞ
れ
部
落
の
片
す
み

に
ひ
っ
そ
り
と
居
て
便
り
し
合
え
り

名
も
知
ら
ぬ
人
よ
り
た
よ
り
来
る
日

あ
り
そ
ん
な
日
は
閉
じ
し
心
も
開
く

目
標
の
古
稀
を
越
え
ま
た
喜
寿
も
過

ぎ
や
が
て
八
十
の
満
の
日
も
近
し

小
腰
か
が
め
　
信
号
を
た
よ
り
に
横

断
歩
道
　
渉
る
老
人
吾
と
三
人

久
し
ぶ
り
に
理
髪
屋
へ
来
て
バ
リ
カ

ン
の
軽
い
振
動
に
悦
惚
と
居
る

　
　
ぶ
な

　
　
撫
の
林
の

　
　
　
　
　
　
犬
伏
　
山
　
童
　
生

雪
解
け
の
濁
り
逆
ま
く
渋
海
川
　
岸

辺
の
柳
の
芽
ぶ
き
そ
め
た
り

遠
山
は
白
く
か
す
み
て
降
る
雨
に
日

ご
と
近
づ
く
春
を
待
つ
こ
こ
ろ

さ
き
が
け
て
春
咲
く
花
の
一
つ
な
り

残
雪
ま
ぶ
し
き
朝
の
。
ま
ん
さ
く
”

雪
解
け
の
箆
の
水
の
太
か
り
き

の
ど
う
る
お
せ
ば
春
の
匂
い
す

見
は
る
か
す
撫
の
林
の
芽
吹
き
た
れ

ば
吾
れ
が
心
の
富
め
る
ご
と
し
も

若
き
日
を
想
え
ば
浮
ぶ
撫
の
木
の
林

に
か
く
れ
て
読
み
し
幾
冊

し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
於
克
雪
セ
ン
タ
ー

山
は
ま
だ
雪
を
被
り
て
木
々
若
葉

温
く
き
風
温
く
き
雨
降
る
春
の
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
か
し
ら

雪
代
の
波
頭
ま
で
濁
り
見
ゆ

山
寺
に
心
き
き
た
る
木
の
芽
和
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雪
折
れ
の
枝
そ
の
ま
ま
に
花
を
つ
け

葉
桜
や
松
よ
り
緑
あ
ざ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

庵
の
坂
水
仙
見
ご
ろ
咲
き
つ
づ
く

ぶ
　
　
な

山
毛
樫
芽
吹
き
出
稼
の
夫
迎
え
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

雪
除
け
て
や
っ
と
構
え
し
味
噌
煮
釜

嫁
め
と
る
話
を
包
む
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

初
蝶
や
孫
は
よ
ち
よ
ち
歩
き
初
む

新
居
に
戸
迷
い
巡
る
つ
ば
め
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

新
緑
の
病
床
の
窓
あ
け
に
け
り

苗
代
田
茜
う
つ
し
て
暮
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

田
か
き
す
る
夫
婦
の
背
な
に
若
葉
風

山
鳩
の
ほ
ろ
ほ
ろ
喘
く
や
ぶ
な
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
を
踏
み
行
く
単
伝
山
ぶ
な
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ

陽
を
追
っ
て
ぜ
ん
ま
い
莚
移
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

子
の
足
を
片
手
に
気
遣
い
芹
を
摘
む

花
疲
れ
な
じ
ま
ぬ
化
粧
落
と
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
男

苗
伸
び
ず
祈
る
気
持
ち
も
雪
の
水

和
え
味
噌
に
“
の
の
ば
”
の
香
り
染

み
て
よ
し
　
　
　
　
　
　
、
納
　
史

霞
濃
く
雨
傘
の
下
雲
流
る

春
雨
に
中
ま
る
め
て
か
た
こ
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

ほ
の
ぼ
の
と
松
苧
の
社
　
霞
立
つ

し
と
し
と
と
五
月
雨
の
夜
に
義
姉
は

逝
く
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

緑
山
　
散
人
偲
ぶ
夏
風
や

薄
夏
や
小
鳥
こ
ろ
こ
ろ
歌
謡
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

小
雨
晴
れ
若
葉
を
つ
つ
む
雪
解
霧

若
葉
萌
え
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
雪
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

う
　
　
ど

独
活
和
え
る
妻
に
か
し
づ
き
胡
麻
を

摺
る
　
　
　
　
　
　
　
竜
峰

今月の園芸メモ　
病
虫
害
の

　
　
　
　
　
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
梅
雨
ど
き
は
高
温
多
湿
の
た
め
多

種
類
の
病
気
が
多
発
し
ま
す
。

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、　

な
ど
に
留
意
し
て
管
理
を
し
て
く

だ
さ
し

　
挿
し
木
、
挿
し
芽
を

　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
梅
雨
ど
き
は
、
挿
し
木
、
挿
し
芽

の
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

水
は
け
を
よ
く
す
る
。

風
通
し
を
よ
く
す
る
。

肥
料
を
控
え
め
に
す
る
。

長
雨
に
あ
て
な
い
よ
う
に
す
る
。

消
毒
を
早
め
に
行
う
。

、
　
Q

松代町園芸愛好会

今
年
は
自
分
で
ふ
や
す
楽
し
み
を
実

行
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
、
挿
し
木
の
種
類

　
ツ
バ
キ
類
、
カ
エ
デ
類
、
サ
ツ
キ

　
類
、
真
柏
類
、
雑
木
類

二
、
挿
し
芽
の
草
花
類

　
リ
ン
ド
ウ
、
ベ
ゴ
ニ
ア
類
、
ゼ
ラ

　
ニ
ュ
ー
ム
類
、
そ
の
他
草
花
類

三
、
用
土

　
清
潔
な
排
水
の
よ
い
土
を
用
い
ま

　
す
。
鹿
沼
土
、
川
砂
、
赤
玉
土
、

　
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
な
ど
。

四
、
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
、
　
’

54321、　　、　　、　　、

直
射
日
光
に
あ
て
な
い
。

風
通
し
の
よ
い
所
に
お
く
。

絶
対
に
乾
燥
さ
せ
な
い
。

動
か
さ
な
い
こ
と
。

肥
料
を
や
ら
な
い
こ
と
。


